
施設・性能基準 

１： 構 造 

航路標識の種類 形       状 強     度 

灯   台 

 

塔形又は柱型とし、十分な昼標効果

を有するものであること。 

自重、波圧力、風圧力及び地震力等に

十分耐え得るものであること。 

灯 浮 標 イ．頭標 

  寸法、取り付け位置を考慮する

こと。 

ロ．標体 

十分な昼標効果を有するもの

であること。 

標体、鉄鎖及び沈錘は、設置する海域

の風浪等に十分耐え得るものである

こと。 

＊他の航路標識の場合照会願います。 

２： 光 度：表中の標識においては１５ｃｄ（実効光度）未満。 

３： 塗色、灯火の色及び光り方 

 設 置 目 的 標識 
塗色 

灯火
の色 

光  り  方 和文は灯質を表し英字はその灯質の略
記号を表す 

 
可航水域又は航
路の左げん標示 
 
 
障害物を避航す
るための左げん
標示 
 
 
左げん側防波堤
の先端標示 
 

 

 
 
緑 
 
 

 
 
白 
 

 

 

 

 

 緑 

            
  3～5秒   単閃光 
 

     

  

6秒     群閃光 
 

 

        8 秒          (例．毎 8 秒に
Ａ) 

ﾓｰﾙｽ符号〔A,B,C,D(周期は A,B及び Dにあって
は 8秒以上，Cにあっては 10秒以上あるものとす
る。)〕 

 

 

 

   3秒   1秒 

＊防波堤上に設置する標識は不動光，明暗光でも
よい。 

 

 
単閃緑光毎 3秒に 1閃光 
FL G 3S 
 
群閃緑光毎 6秒に 2閃光 
FL (2) G 6S 
 
ﾓｰﾙｽ符号緑光毎 8秒に A 
Mo (A) G 8S 
 
 
単明暗緑光明 3秒暗 1秒 
Oc G 4S 

 

 

側 

 

 

面 

 

 

標 

 

 

識 

 
可航水域又は航
路の右げん標示 
 
障害物を避航す
るための右げん
標示 
 
右げん側防波堤
の先端標示 
 

 

 

 

 赤 

 

 

 

 赤 

    
 
 
  3～5秒   単閃光 
 

 
 6秒     群閃光 

 

 

 
8 秒                 (例．毎 8秒

にＡ) 

ﾓー ﾙｽ符号〔 A,B,C,D(周期は A,B及びDにあっては
8 秒以上，C にあっては 10 秒以上あるものとす
る。)〕 
   
 
    3秒  1秒 

 
単閃赤光毎 3秒に 1閃光 
FL Ｒ 3S 
 
群閃赤光毎 6秒に 2閃光 
FL (2) Ｒ 6S 
 
ﾓｰﾙｽ符号赤光毎 8秒に A 
Mo (A) Ｒ 8S 
 
 
単明暗赤光明 3秒暗 1秒 
Oc Ｒ 4S 

孤

立

障

害

標

識 

 
 
 
可航水域内の孤
立した暗礁など
障害物を標示 

 
 
黒地に 
赤 
横 帯 
１ 本 
以 上 

 

 

 白 

 

   
  

5秒 
又は 10秒 
群閃光(毎 5秒に 2閃光又は毎 10秒に 2閃光) 

 
 
 
 
群閃白光毎 5秒に 2閃光 
FL (2) W 5S 



 

 

特 

 

殊 

 

標 

 

識 

①防波堤築造、    
公 有 水 面 埋 立 
など工事区域・土
砂捨て場など投
棄区域標示 
②カキ筏、のり       
ひびなど区画漁
業・漁網などの設
置区域標示 
③演習区域、ﾚｸﾘｴ
ｰｼｮﾝ、行事などの
設定区域標示 
④発電所の取水
口、ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝなど
の標示 
⑤海洋観測など
情報収集施設の
標示 
⑥障害物の存在
標示 
⑦その他特定の
目的で標示する
もの 

 

 

 

 

 

 

 黄 

 

 

 

 

 

 

 黄 

    
    
    
    
 
  3秒以上     単閃光 
  〔周期は 3～5秒が適当〕 
    
    
    
    
    
    
         20秒 
群閃光(毎 20秒に 5閃光) 
 
 
 
 
 
 8秒       (例 毎 8秒 D) 

ﾓー ﾙｽ符号〔 Aと Uは除く。周期は 8～10秒が適当〕 

 
 
単閃黄光毎 3秒に 1閃光 
FL Y 3S 
 
 
 
 
 
群閃黄光毎 20秒に 5閃光 
FL (5) Y 20S 
 
 
 
ﾓｰﾙｽ符号黄光毎 8秒に D 
Mo (D) Y 8S 
 
 
 

※「左げん」、「右げん」とは、港や湾の奥部を水源としたとき水源に向かっての左右です。 

 


